
ワンヘルスの視点からみた
感染症ベクター（マダニ、ツツガムシ等）の⽣態学

森林総合研究所野⽣動物研究領域 主任研究員 ⼟井寛
⼤

獣医師・博⼠（獣医学）

動物由来感染症技術研修会 



ダニ媒介感染症
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ダニ媒介感染症 １９９９−２０２３
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ツツガムシ
• ツツガムシ科
• 国内には約140種（全世界：3000種）

• 哺乳類や⿃類、爬⾍類が宿主
• 例外的：ウミヘビやカニを宿主とする種もある

• 国内Ot媒介種（8種）
• アカツツガムシ・フトゲツツガムシ・タテツツガムシ・アラトツ

ツガムシ・ヒゲツツガムシ・フジツツガムシ・トサツツガムシ・
デリーツツガムシ

• 特に野ネズミ類への寄⽣

Ot＝Orientia tsutsugamushi

背板の形や⽑の配列
で種同定できる



ライフサイクル
幼⾍

第⼀若⾍

第⼆若⾍

第三若⾍

成⾍

卵

ツツガムシの奇妙な⽣態
• 吸汁するのは幼⾍だけ
• 若⾍と成⾍は⾃由⽣活性で⼟壌⽣物の

卵などを⾷べて⽣活する
• 第⼀・三若⾍は⾮活動性



つつがむし病はなぜ続くのか？

• 動物からツツガムシにOtは感染しない
• ツツガムシ→動物の⼀⽅通⾏
• Otが増えるには⺟ダニからの卵巣伝播しかない
• なぜOt保有個体の系統はなぜ滅びないのか
• メス化させる（Roberts et al. 1977）
• 共⽣細菌をコントロールしている（Ponnusamy 2018）
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直径５０ｃｍの有毒スポット（ホットスポッ
ト）

Ot
Ot感染なし 有毒スポット

ホットスポットの多さが感染リスクか？



ツツガムシ・トライアングルの崩壊



マダニ↓

ツツガムシ↓



マダニ
• マダニ科（マダニ亜⽬はヒメダニを含む）
• 国内には4属約4７種（全世界：８00種）

• 哺乳類や⿃類、爬⾍類が宿主
• まれに両⽣類

• 3宿主性
• 発育ステージごとに宿主を変える→感染環が複雑
• Rhipicephalus microplus (オウシマダニ)は国内で唯⼀の1宿主性マダニ

• 細菌、ウイルス、原⾍、線⾍を媒介する



ライフサイクル
産卵中のフタトゲチマダニ

マダニの⾷事は⼀⽣に3回だけ



マダニはほとんど歩けない
• マダニの移動能⼒

• 平滑な床で30m
• ⾃然環境下では1.5mくらい

• 吸⾎時間が⻑い
• 幼ダニ 1⽇、若ダニ 数⽇間、成ダニ 10-2週間
• 吸⾎中のマダニの移動で分散
• 毎回宿主動物が変わる



幼ダニ

若ダニ

成ダニ



場所から宿主と環境を推定する
機械学習でマダニの⽣息分布を推定：MaxEntモデル

• 教師データ：134地点マダ
ニ⽣息確認地点情報

• 平均気温 （2⽉・8⽉）
• 降⽔量 （年間・6⽉）
• 標⾼
• ⼟地利⽤ (1kmメッシュ内

の占有⾯積)
• ⽔域・市街地・畑・⽔⽥・
落葉広葉樹林・落葉針葉樹
林・常緑広葉樹林・常緑針
葉樹・⽵林・裸地・草地・
太陽光パネル

• 森林連続性
＝半径2km内の森林⾯積-1km
メッシュ内の森林⾯積

• 野⽣動物分布（環境省に
よる在・不在データ）
• シカ・イノシシ・タヌキ・
アライグマ・ハクビシン

1kmメッシュ内平均
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⽣息推定に影響する要因
因⼦とモデルへの寄与率(%)

Species AUC SD Threshold 1st 2nd 3rd 4th 5th

タカサゴキララマダニ 0.743 0.123 0.349 イノシシ 43.80 アライ 16.40 落葉
針葉樹 9.10 ⽵林 7.50 タヌキ 5.50

キチマダニ 0.890 0.023 0.291 森林
連続度 28.80 アライ 19.10 常緑

針葉樹 10.90* 標⾼ 7.60* 年間降⽔ 6.80 

ヤマアラシチマダニ 0.976 0.006 0.611 イノシシ 30.60 2⽉気温 22.90 ハクビ 11.80 草地 7.40* 落葉
針葉樹 6.90 

ヤマトチマダニ 0.811 0.116 0.003 森林
連続度 51.10 年間降⽔ 14.00 シカ 12.60 常緑

針葉樹 9.30* ハクビ 8.00 

ヒゲナガチマダニ 0.892 0.041 0.132 シカ 20.40 森林
連続度 18.60 常緑

針葉樹 17.80* 落葉
広葉樹 8.60 アライ 8.00 

フタトゲチマダニ 0.845 0.052 0.137 森林
連続度 47.20 アライ 17.40 年間降⽔ 11.80 市街地 4.10* タヌキ 3.30 

オオトゲチマダニ 0.791 0.065 0.235 森林
連続度 45.00 常緑

針葉樹 15.90* 年間降⽔ 11.20 アライ 7.30 落葉
広葉樹 4.70 

ヤマトマダニ 0.815 0.092 0.189 森林
連続度 50.20 アライ 10.10 常緑

針葉樹 9.40* 2⽉気温 6.90* 照葉樹 6.30 

シュルツェマダニ 0.960 0.020 0.022 標⾼ 39.70 森林
連続度 34.50 常緑

針葉樹 14.50* 8⽉気温 3.80* 2⽉気温 3.50*

↑AUC>0.7でモデルを採⽤
＊印は負の影響（当該値が⾼いほど⽣息適度が低い）





マダニを増やすだけではない野⽣動物：Ecological Trap

• Keesing et al. 2009
• https://doi.org/10.1098/rspb.2009.1159 

• オポッサム
• 北⽶・有袋類
• 付着したマダニの90％以上を⾷べた

• マダニを減らす⽣態機能をもつ⽣き物



⽇本にもEcological Trap？

• アライグマには⼤量のマダニ
• ハクビシンはきれいなことが多い

①単なる宿主特異性
②ハクビシンがマダニを除去or忌避

• 近しいニッチに⽣息する動物をマダニ
は区別できるのか？



↓咬着マダニ
摂⾷マダニ→

[春季（4-6⽉）、夏季(7-9⽉)、秋季(10-12⽉)、冬季(1-3⽉)]
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ハクビシン

アライグマ
アライグマ

成
ダ
ニ

若
ダ
ニ

幼
ダ
ニ

To
ta
l

成
ダ
ニ

若
ダ
ニ

幼
ダ
ニ

キ
チ
マ
ダ
ニ
咬
着
量

未
消
化
マ
ダ
ニ
数



アライグマ＝Ecological Booster
マダニの成⻑・繁殖に寄与する

体表マダニ
ハクビシン＜アライグマ

ハクビシン＝Ecological Trap
マダニを⾷べて減らす

マダニ摂⾷
ハクビシン＞アライグマ



マダニの⽣態→マダニ媒介感染症の潜在リスク
• マダニに吸⾎されたくない宿主 vs 吸⾎したいマダニ
• マダニに吸⾎されやすい宿主動物の増減

• ⽣息地内でマダニを増やす可能性が⾼い
• ベクターが豊富にいる＝マダニ媒介感染症リスクが⾼い

• 患者が出たからマダニ調査ではなく、先回り調査で注意喚起

シカの多さ
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思わぬ侵⼊経路



中南⽶から⽇本へ
エキゾチックアニマルに乗って



南半球から北半球へ
• Ixodes kerguelenensis
• ハシボソミズナギドリ
• 千葉県で保護
• ⿃の繁殖地 ケルゲレン島



• 渡り⿃の経路と患者発⽣地が⼀致
• ⿃フルに次いで渡り⿃によるマダニ媒

介感染症の越境を警戒



ダニと感染症

•ベクターであるダニ
•宿主である野⽣動物 両者の⽣態の組み合わせ

= リスク
気候＋環境

↓
病原体・宿主動物・ベクター・環境
複合的な解析で効果的に予防できる
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